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コン シュ ー マ 生 本 部 取締 役 本 部 長 小野 皿 彦 
人 @ 92 年 は 、 仕事 の 上 で り リカ バハ りー 


面 で オー ガ ナ イ ズ ず る こと 。 


今年 は 、 セガ が どこ まで 吉 度 成長 を 持続 で きる か 、 正念 場 の 年 で あり ます 。 
に 相応 し た 自己 


各 人 の 役割 を し っ か り 果 た す と 共に 、 会 社 の 社会 的 位置 付け 
研 貫 が 必要 で す 。 


ハー ドウ ェ ア 開 発 設計 本 部 取締 役 本 部 長 佐藤 秀樹 

供 年 齢 的 に 厄年 に あたる 年 で す が 、 健 
康 に 留意 し な が ら も 知 ける 情熱 を 持つ 
て 、 大 いな る 躍 年 に し た い 。 

ハー ドウ ェ ア 部 門 と し て 、 業 務 用 の み 
な ら ず 、 家庭 用 機器 に お いて も 、 技 術 
の 集大成 が 求め られ る 勝負 の 年 に な る 
と 考え ます 。 こ の 覚悟 の も と 、 部 員 一 
] 同 全力 を 挙げ て 頑張 り ま す 。 

食 ム 会 社 の 更 な る 飛躍 は 、 個 人 個人 の 向 
上 の 積み重ね か ら と 考え ます 。 大 いな る チャ レン ジ 精 神 を 持っ て 
の 共に 頑張 り 表し よ 0 


東日本 営業 事業 部 取締 役 事業 部 長 

骨 越 芋 

人 @ 滴 50 歳 と な る 年 で あり 、50 年 間 を 

振り 返り 、 今 後 の 人 生計 画 を 構築 する 

ター ニン グ ポ イン ト と な る こと と で す 。 

私 に お いて は 週 3 日 以上 の 早朝 ト 

ー ニ ング る 行い り 、 コ ンス タン ノ ト に 
100 を 切る ゴル フ を する こと 

置 仕 事 に お いて は 、AM 施 事業 本 部 


生ま 


新年 を 迎え て 、 公 、 私 の 面 で 目標 を 立て て くだ さい 。 そ し て 全 
て の 画 で アグ レッ シフ | こ チ ャ レン ジ し て くだ さい 。 素晴らし い 
| 年 と な る よう 、 願 つて お り ま す 。 


経理 本 部 取締 役 本 部 長 家田 和 忌 
人 沈 成 長 す る セガ に ふさ わし く 、 


の 新 記 録 に 挑戦 する こと 


( な 観点 か ら 
後に 


に 忙殺 され た 1 


年 で めった 。93 年 は 、 半生 前 向き の 仕事 人 A、 回 
に も っ と 多く の 時 間 を 割 け る よう に し た い 。 ま 社 93 
た 、 ア ミュ ー ズ メン トビ ジネス に 対し て 、 ア カ デ 員 年 
ミッ ク な アプ ロー チ も 行い た い 。 へ の 
4^、 93 年 度 の ビジ ネス ・ プ ラン 達成 の た め の 生 産 ー 目 
体制 の 構築 と 共に 、 部 品 メ ー カ ー、 協 力 メ ー カ ー 言 標 


を 品質 管理 面 (AM も 含め ) お よび 生産 性 向上 の 


あり ます 。 関係 各位 の ご 協力 を 仰ぎ 、 
は 知恵 を 働か せ 、 営 業 外 損益 の 黒字 化 に チャ レン ジ し た いと 思い ます 。 最 
、 す べ て の 原点 は 人 材 育成 こ あ る こと を 肝 に 銘じ て 頑張 り ま す 。 


信 芋 分 全 と 吾 壮 6 参 


テー 寺 V へ 仙一 誠 


(っ きのみ で 貞光 所 枯 当 で 
rc し QA Jr 避 評 泡 間 豆 凍 員 ) 


TOY・ 映 像 事業 本 部 
取締 役 事業 本 部 長 
上 原 宗 吉 
価 い まま で 迷惑 を 
か がけ で きた 【0 り Y 
事業 部 の ウォ ー ミ 
ング アッ プ が よう 
の / 1 ms や く で き て 、 新 し 
全 い 目 標 に 向け て 希 
望め も て る 年 に し た いと 選 い ます 。 
田 ま ず 、 部 門 の 売上 倍増 、 本 格 利益 部 門 化 。 
欠 に 1「0Y 事 業 部 門 の 初 の 大 型 、 本 格 コ ン セ 
ト (準備 中 ) の 国内 外 で の 成功 と 、94 年 
度 、 そ の 商品 の 世界 本 格 展開 の 準備 。 
人 A8 1 1 月 に か け 思 うと ころ が あり 、 山 岡 壮 
八 の 徳川 家康 (講談社) 全 Z6 巻 と 吉 州 身 治 の 
三国 志 (講談 社 ) 全 8 巻 を 読破 (オー バー か 
な 2 し まし た 。 中 山 社 長 が 本 を 読め 、 本 を 読 
め と 口 忘 の よう に 指導 され る が 、 当 社 の 社寺 
[創造 は 生命 〕 の 源泉 は や は り 本 に あり :…… を 
つく づく 教え られ た 。 新 し い 年 、 読 書 が 我 が 
生命 と し て 進み た い 。 先輩 か ら の 一 言 デ ス 。 


2 請 0 GA 
ジ す る 心 を 持ち 続け た いと 思い ます 。 具体 的 に は 仕事 に 追わ れる こと な く 、 月 に 
國 は 堅い 本 を 読み 、 SI る こと 、 ま た 、 


衝 び の ゴル フ で も 自分 な り 


較 新 企業 会 計 シ ステ ム の 構築 、 決 算 の 早期 化 に より 戦略 的 対応 が 可能 な 環境 を 作り た 
い 。 月 次 を 含め た 決算 の スピ ー ド は 、 そ の 会 社 の 業務 処理 の 効率 化 レ ベル の 反映 で も 
ー 歩 づつ 前 進 し た いと 思い ます 。 ま た 、 収 益 的 


ム い つも 明る く 前 向き の 発想 が で きる こと 。 その ポス ト に お いて な く て は な ら な い 人 に な る こと 。 な っ た ら 次 は 
後継 者 を 育成 し 、 い つ で も 次 の 新しい 仕事 に 立ち 向かえ る 準備 を する こと が 、 個 人 の 成長 と 会 社 の 発展 の た め に 


大 切 だ と 思い ます 。 


JAN HARMONY・0 


総合 レジ ャ ー 開 発 本 部 取締 役 本 部 長 和 知 満男 
僅 新 年 あけ まし て お めで と う ご ざ いま す 。 今年 は 私 た ち 
と 言え ます 。 日 本 経済 の 混迷 の 続く 中 で 、 従 来 の 新規 店 舗 の 出店 、 と り わ け ア 
ミュ ー ズ メン ト テ ー マ バ パー ク の 全国 50 店 舗 展開 の 量 礎 作り の 年 と な り 、 新 た な る 
気持 ち で 総合 ハイ テク エン ター テイ メン ト 企 業 を 目指 す 我 社 の 夢 の 一 細 の 実現 に 
條 進 人 致し ます 。 
rm ズ メ ント テー マ パ バーク 全 国 50 店 舗 展 開 の 計画 に 向け て の 基礎 作り 。 
お ける 業務 の 更 な る 効率 を アッ プ 。 

アー 
2 様 、 日 本 の 数 ある 企業 の ほとん ど が 、 上 厳し い 状況 に 置か れ て いま す 。 


. 店 舗 開発 に 


に と つっ て 大 き な 節 目 の 年 


、 セガ に 在籍 し て いる こと の 幸運 と 意義 を 認 識 し て いた だ きた いと 思い ます 。 会 社 の 目的 で ある 世界 一 
合 ハ イ テ ク エン ター テイ メン ト 企 業 へ の 飛躍 を 目指 し て 、 全 員 で 共 喝 し 、 そ れ ぞ れ の 職場 に お いて 今 


は すべ きこ と を 栓 理 し 、 ご 年 の 考 を 作 、 


H ・E 事業 部 取締 役 事業 部 長 鎌田 繁雄 
こ 忙 し い 日 々 で あっ た 。1993 年 は ス 
ビ ピー ディ ー を モッ トー に 早 目 の 対応 を 実施 し 、 常 に 才 裕 を 持っ た 業務 


人 @ 199Z 年 後半 は 体 日 も な く 、 単 ! 


の 月 行 を 心掛け た い 。 


一生 内 コン シュ ー マ H ・ ヒ 事業 部 の 目標 は 、 海 外 う 0A、S0OE の 活 
躍 に 負け な いよ う 、 粘 り 強 く 国 内 市 場 の シェ アー40% 確 保 の 目標 を 掲 
げ ま す 。 そ し て 事業 計画 達成 事業 部 の 仲間 人 人 り を 果たす こと で す 。 


人 AH 上 E 事 業 部 員 へ 


十 し いと き が ある か ら こ そ 、 楽 し いと き 、 喜 び を 感じ る と き が ある 。 


実り 多き 年 と な る よう に お 願い 致し ます 。 


現在 年 し く て も 目標 が 達成 で きた と き の 喜 び を 考え て 、 目 標 を 達成 す 


る た め に 知恵 を 出し 、 汁 を か こう 


アミ ュー ズ メ ント 開発 設計 本 部 取締 役 本 部 長 
倉 洋 申 
‥ 993 年 は 
昨年 に も 増し 
て 多く の 素 晴 
らし い 人 と の 
出会い が ある 
こ 思 いま す 。 
人 と の 出会い 
に よっ て 、 自 
分 を 磨き 、 人 
脈 を 作る た め に も 健康 に 注意 し 、 気 力 、 体 
の 発 実 し た 年 に し た いと 思う 。 

時 ビビ 2 だ こし て の アミ ュー スメント デー マ 
パーク アト ラク ショ ン の 研究 開発 が 今年 
の 大 き な が 目標 と な る 。 93 年 度 中 に 、 こ れ ら 
6 アド トラ ンション を 立ち 上 げ る こと に よっ 
て 、 征 来 の アミ ュー ヌス メン トピ ジネス の 清 
性 化 に も つなが る 。 

人 A、| 1 年 の 計 は 元旦 に あり | | と 言わ れる 
が 、 節 目 節目 で 新た な 気持 ち に な る の は 良 
いこ と だ こと 選 う 。 セガ ( は 夢 を 売る 企業 で あ 
る な ら 、 社 員 は 夢 が な く て は な ら な い 。 常 
に 夢 と 情熱 を 持っ て 何事 に も チャ レン ジ す 
る 意欲 が 今 こそ 求め られ て いる の で は な い 
で kd 0 


0・HARMONY JAN 


西日本 営業 事業 部 取締 役 事業 部 長 

副 康夫 
人 |993 年 は 、 私 の 西 年 で す 。12 年 
一 度 の 年 男 と し て の 私 は 、 いつ も 
II 
えた いと 思っ て お り ま す 。 特に 

だ まだ 元気 で は ある と 人 
お り ま す が 、 よ り 一 層 健 康 面 に 充分 
注意 を は ら う こと 、 そ し て 、 ゴ ルフ 
の 腕 を 上 げ て 何と か 100 を 切り た いと 思っ て いる の で す が …… 
さて さて どう な る こと や ら | 
田 プ レイ ヤー の 裾野 が 広がっ た 現在 、 新しい マー ケッ ト 創 り 、 
すなわち | プレ ・ ミ ニテ ー マ パ ー ク 」 と も 言う べき 500<1.000 
坪 ク ラス の ロケ ーション ・ 遊 空間 創り を 実践 し ます 。 ま た 、 昨 
飼 提 唱 さ れ 始 め て いる 「 情 場 』 と いう 概念 が あり ます が 、 当 社 
と し て も 内 外 を 問わ むず あ ら ゆ る 情報 を 収集 し 、 交流 ・ 融合 さ せ 
新た な る 情報 を 生産 し 、 商 品 開発 は も と より 当社 の 現状 の 更 な 
る 発展 、 そ し て 新た な る 異 業種 と の 提携 、 ま た 異 業種 へ の 展開 
へ の 追 削り を 積極 的 に 進め て まい り ま す 。 
A 特 に 、AM 施 設 の 皆さん に 望み た いこ と は 、「『 マ ー ケ ッ ト と 
プレ イヤ ー の 創造 】 で す 。 研究 ・ 開発 を 業務 と する の は 、 何 も 
商品 開発 だ け で は あり ませ ん 。 我 々 自身 も 、『 マ ー ケ ッ ト の 創 
造 』 ・「『 プ レイ ヤー の 創造 』 に 対し 、 今 まで 以上 に 日 々 の 『 創 
意 工夫 ] を 積み 重ね て いき まし ょ う 。 我 々 の 日 々 の 創意 工 
夫 ] が 新た な る 商品 を 産み 出し 、 新た な る マー ケッ ト そ し て プ 
レイ ヤー を 創造 する の で す 。 社 是 ・ 経 営 理念 そし て 行動 指針 を 
実践 する こと に より 、 お 客 様 の 喜び と 支持 を 勝ち 取り 、 社 会 に 
貢献 する 企業 と し て の 不動 の 地位 を 共に 築き 上 げ ま し ょ う 。 本 
年 吉 、 よ し く お 願 いい た し ます 。 


| バタ 人 バタ 貧乏 記 


新年 、 お 目 由 と う ご ざ いま す 。 

昨年 は 、 国 の 内 外 か ら 我 々 の 周辺 に 至る ま 
で 、 色 々 と 騒が し い 年 で し た 。 

世界 の 状況 は 、「 東西 問題 」 か ら 、 地 域 間 或 
は 各国 間 の 問題 に 変っ て 、 日 本 の 比重 が 上 る 
と 共に 、 世 界 の 注目 の 的 と な る 一 方 で 、 不 慣 
れ な リー ダシ ッ プ の 発揮 や 、 多 国 間 交 渉 な ど 
の 対応 に 苦し ん で いる の に 、 そ の 能 取 り を 行 
う 永田 町 界隈 は 、 皆 様 御 承 知 の 有 様 で あり 、 
今年 も この 吐 騒 は 止み そう に あり ませ ん 。 
企業 を 取 巻 く 環 境 も 同様 で 、 地 域 や 社会 貢 
柚 、 環境 問題 、P L 問 題 等 増 々 茂 し く な っ て 
き て いま す 。 

翻っ て 我 が 社 の 状況 を 顧み る と 、 皆 様 ご 承 
知 の よう に 、 全 員 総 力 を 挙げ て 突っ 走っ て お 
り 、 問 題 も 大 な り 小 な り 走 馬 灯 の よう に 、 次 
々 と 出 て 来 て 、 息 つぐ 暇 も な い ほ ど で す 。 
この よう な 内 外 の 環境 に あっ て 、 外 ば か り 
に 目 を 奪わ れ て いる 時 に 、 ふ と 冒頭 の 「 脚 下 を 
照 願 せよ 」 と いう 言葉 が 思い 出さ れ て 来 ま す 。 


に も 色々 ある わい な 、 


こう の 人 和 鳥 も いり ゃ 白鳥 


* 昭 顧 脚下 “ 
品 錦 保証 セン ター 
池田 義 載 


今年 は 「 年 男 」 で 且つ また 、 皆 々 様 の お 薩 に 
より 、 還 暦 を 迎え る 年 で も あり ます 。 高度 成 
長 時 代 か ら 、 前 ば か り を 見 て 走っ て 来 ま し た 
の で 、 足 許 も ろく に 見 ませ ん で し た 。 

また 今年 は 、1S0・9000「 品 質 保証 国際 
規格 」 の 認証 に 挑戦 する た め に 、 社 内 各部 の 
仕組 み の 改善 を 、 急 ピッ チ で 進め て 頂く 事 に 
な り ま す が 、「 手 前 の 所 が な っ て いな く て 何 が 
他 の 部 署 か / 」 と お 叱り を 受け る 事 に な る と 、 
特に 照 顧 脚下 で あり ます 。 

今年 | 年 は この 言葉 を 忘れ ず に 、 色 々 と 逆 
境 に 遭遇 し て も 、 そ れ に 囚われ ず に 、 一 歩 一 
歩 足 許 を 固め 、 今 后 の 我 が 社 の 大 発展 の 基礎 
作り の た め に 頑張 り た いと 、 年頭 に 当り 、 つ 
く づ く 考 える 次 第 で あり ます 。 


AM 施設 九州 地区 長崎 営業 所 
中 尾 洋之 

今年 は 私 が 年 男 、「 精 一 杯 の 頑張 り で 飛躍 の 
年 と し よう 」 何 度 か の 年 男 の 年 頭 に 自分 自身 
に 痺 う の で す 。 札幌 勤 務 当 時 、 同僚 と の 雑談 の 
中 で 鶏 は 、 半 こう と 努力 する が 、 飛 び 立 つ 事 
が で きず 、 有 努力 の 甲斐 な く 地 上 に 沙 下 する 、 
と り 年 生れ の 特長 で ある と の 話 が 出 、 大 い に 
爆笑 し た 事 が あっ た 。 内心 『 な に くそ 、 と り 


新年 明け まし て お めで と う ご さ ざい ます 。 
今年 は 36 歳 の 年 元 で す が 、 丁 度 、 入 社 し た 


も いる 。 ス ズ メ も いり リ りゃ カラ ス も いる 。 鶏 だ 


けが たり し じゃ ね ん ぇ > 」 と 思う の で す が 、 今 まで 
の 自分 を 振り 返っ て 見 る と 、 な ん と な く 当 て 
は まる 部 分 が 多い 。 

と り 年 の 生れ は バタ バタ 質 乏 "バタ バタ と 
仕事 を こなし て いく の だ が 、 身 に な ら ず 、 銭 
に な ら な い 。 な ん て 因果 な “干支 "な ん だ ろう 。 
こん な 事 を 考え る 暇 も な く 、1992 年 も 終り 、 
1993 年 。 今 年 は 私 が 年 男 「 精 一 杯 の 頑張 り で 
飛躍 の 年 に し よう 」 と 碑 う 今 日 この 頃 で ある 。 


1 ラン ク 上 を 目指 し て 


こり レラ ター 
犬 治 落 一 


時 も 年 男 で し た の で 12 年 が 経過 し た こと に な 
り ま す 。 誰 も が 12 年 に 一 度 、 年 男 ・ 年 女 を 迎 
える わけ で す が 、 こ の 24 歳 か ら 36 歳 の 12 年 間 
が 人 生 に お いて の 最大 の 転換 期 で は な いか と 
思い ます 。 多く の 人 が この 間 に 結 婚 ・ 出 産 を 
経験 し 、 職 場 で は 昇進 ある い は 重要 な ボス ト 
に 付け て 貰え る 機会 が 多く 、 そ う 言 う 意 味 で 
も 期待 と 責任 の 中 で 成長 する 時 期 で ある と も 
者 大 る で し ょ う 。 

当社 を 人 生 に 例え る な ら ば 、 こ の 転換 期 に 
外 資 系 か ら 民 間 へ 、 そ し て 店 頭 公 開 を 果たし 


た わけ で す が 、 こ の 時 期 に 微力 な が ら お 役 に 
立て た 事 を 嬉し く 思 っ て お り ま す 。 その 人 後 の 
セガ は 急 成長 を 遂げ つづ け 、 私 も これ まで の 
経験 を 生か し 成長 し 、 家 庭 に お いて は 良き 夫 
で あり 父 、 ま た 職場 で は 先輩 後輩 に 慕 われ 信 
症 さ れる よう に 努力 し た いと 思っ て お り ま する 
そし て 今年 は 節目 と いう 事 も あり 、1 ラ ンク 
上 の 目標 を 掲げ 頑張 る 所 在 で す 。 

最後 に が なり まし た が 、 皆 さん の 今年 1 年 の 
ご 健康 と ご 活躍 を 心 よ りお ぉ 祈り 申し あげ ます 。 
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12 年 前 年 男 ど っ た と き は 入社 2 年 目 で 、C 年 男 と し て の 把 負 

SK の 二 部 上 場 を ひか え 、 先 輩 達 が 上 場 プ ロ 
ジェ クト に 専念 で きる よう 、 入 社 1、2 年 の 同僚 経営 在 画 本 部 
達 と と も に ルー ティ ン ワ ー ク の 引継 に 必死 に 国広 清隆 


取り 組ん で いた こと を 思い 出し ます 。 


考え て みれ ば 自分 が ルー ティ ン ワ ー ク の 中 
で 仕事 を し た の は その 頃 の 前 後 合 わせ て 4 年 
位 で 、 入 社 5 年 目 で CSK の 一 部 上 場 プ ロジ 
ェクト の 事務 局 、 6 年 目 で SEGA に 出向 し 
て か ら と 平成 2 年 10 月 に 一 部 上 場 す る まで の 5 
年 間 も 上 場 関係 の 仕事 を 中 心 に や っ て まい り 
まし た 。 その後 今日 に いた る まで の 2 年 余り 
も 、 事 業 計画 と 関係 会 社 管理 と いう 比較 的 ル 
ー テ ィ ン の 確立 され て いな い 業 務 分 野 ( 威 張 
っ て 言え る こと で は あり ませ ん が ) に 携わっ 
て まい り ま し た 。 で すか ら 、 こ の 12 年 の うち 
後半 8 年 間 は プロ ジェ クト 業務 ば か り を や っ 


て w ゅ た こと に な り 事 ず 。 

私 生活 に お いて も 年 男 だ っ た 年 に 結婚 し 、 
12 年 後に は 三 児 の 父 と な っ て し まい まし た 。 

こう や っ て 思い 返す と 、 こ れ ま で の 人 生 の 
うち で 、 な ん と 充実 し た 12 年 だ っ た ろう と い 
う 感 想 と と も に 、 ち ょ っ と 急ぎ 足 な 生き 方 だ 
っ だ た か な と も 思い ます 。 

今年 の 抱負 と し て は 、 や は り 、 今 携わっ て 
いる 仕事 の ルー ティ ン の 確立 と レベ ル ア ッ プ 
で す 。 も っ と も っ と 勉 強し な けれ ば と 気持 ち 
は あせ る ば か り で す 。 ひ と つ ひ と つど ん と ん 
形 に し て いき た いと 思い ます 。 


年 女 の ] 年 を 大 切 に 
此 造 部 
関 端 清 江 
明け まし て お めで と う ご ざ いま す 。 
私 が セガ (佐倉 事業 所 ) に お 世話 に な る こと 
に な り 、 早 くも 5 年 の 月 日 が 流れ よう と し て 
いま す 。 中 途 採 用 で 入社 し た 時 、 事 務 所 内 に 
は (私 を 含め ) 女 性 は 3 人 で し た 。 女性 が 少な 
いこ と に 心 細 か っ た 私 に いろ いろ と 教え て く 
れ た り 、 相 談 相手 に な っ て くれ た 先輩 は 今 で 
も 尊敬 し て いま す 。 それから お 昼休み の 理 球 
に 誘っ て くれ た り 、 い ろ い ろ と 声 を か け て < 
れ た 友達 に も と て も 感謝 し て いま す 。 不安 な 
気持 ち で 入社 し た この 会 社 に 長く 通う こと が 
で きた の も そん な まわ り の 人 達 の お か げ だ と 


まだ 学生 だ っ た 頃 、 電 車 に 乗っ て いる と 、 
4 歳 ほ どの 男の子 が 泣き 出し た 。 


傍 に いた 3、 


思い ます 。 

仕事 も 教え て も ら う ば か り の 自分 が 、 い つ 
の 間 に か 教え る こと も で て き て 、 ど ちら も 大 
変 だ と 思い な が ら こ こま で や っ て きま し た 。 
今年 は 入社 5 年 、 そ れ に 年 女 と いう こと も あ 
り 、 少 し は 自分 を 見 直し て みた り 、 こ の 一 年 
を 大 切 に 過ごし て いき た いと 思い ます 。( 一 年 
な ん て あっ と いう 間 に す ぎ て し まう と 毎年 思 
っ て いま し た が 、 今 年 は そん な こと の な いよ 
う が ん ば ろう と …… ) 

最後 に 、 本 年 も どうぞ よろ し く 〈 お 願い 致し 
ます 。 皆 さま に と っ て 良い 年 で あり ます よう に 。 


大 人 に な る た め に 


それ は 、 お 腹 が 空い た と か どこ か が 痛い と い 
っ た 明らか な 理由 に よる の で は な く 、 自 分 の 
ちょ っ と し た 欲求 が 満た され な いこ と に 腹 が 
立っ て いる と いう 泣き 方 で あっ た 。 母親 に 知 
らん 顔 さ れ て 、 一 層 大 声 で 喚 き 続け る その 子 
供 を じっと 見 つめ て いる と 、 彼 は ふと 私 と 目 
を 合わ せ 、 一 朋 泣 き 止 み 、 そ し て また 激しく 
きき 直し た 。 

今 に な っ て 思う と 、 あ の 時 あの 子供 は 、 自 


シス テム 研究 開発 室 
丸山 朝子 
観 塞 され て いる こと に 気付 き 、 泣 き 喚 く こ と 


に 少し た め ら い を 感じ た の で は な いか 、 と 思 
う の で ある 。 
彼 は まだ 幼かっ た た め に 、 自 分 を 客観 視 し 


続け る こと が 出来 ず に また 泣き 出し た 。 あ る 


分 を 客観 視 し た の で は な い だ ろ うか 。 自分 が い は 客観 的 に 見 る こと な ど 一 瞬 た り と も 出来 
な か っ た の か も し れ な い 。 3 歳 の 子供 に は そ 
れ も 許 され る が 、24 歳 の 人 間 に は そん な 話 は 
通用 し な い 。 私 は 今 だ に 自分 を 見 失っ た 自分 
自身 の 行動 に 後悔 する こと が 多い の で 、 今 後 
は 常に 自分 と 周囲 を 冷静 に 見 られ る よう に 心 
プ 揚 け た い 。 
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最善 の 努力 を 
2 と キー スス ント 
テー マ パ ー ク 事業 部 
石井 友子 


言わ れ て みて は じ め て 考え て みる と 今年 は 
私 も 年 女 …… 。 社会 人 に な っ て 一 年 目 に し て 
も う 適齢 期 / と いう わけ で す 。 これが 社会 人 
3 年 目 位 に な っ て いれ ば 、 自 分 の 仕事 も し っ 
か りこ な し 次 は 何 に チャ レン ジ し よう か と 抱 
負 を 聞か れ て も 、 ビ シバ シ と 答え て いた で し 
ょ う が 、 今 の 私 に は そん な 余裕 は と て も あり 
ませ ん 。 ミ ニ ・ テ ーママ パー ク 企 画 室 か ら ア ミ 
ュー ズ メ ント ・ テ ー マ パ ー ク 事業 部 に か わり 、 
本 格 的 な 活動 が は じ ま り 、 今 まで は 総合 レジ 
ャ ー に や っ て も ら っ て いた 仕事 や 何もかも が 目 


新しい こと で 、 頭 が パニ ッ ク に 陥る こと も し 
ば し ば で す 。 そ し て 、 今 一 番 の 私 の 悩み は 、 
どー も 私 は 金銭 に つい て の 処理 が 不得 手 の よ 
う で 、 経 理 の 方 々 に 毎回 大 迷惑 を お か けし て 
し まう こと で す 。 紙面 を か り て お 詫び いた し 
ます 。 経理 の 方 々 、 ご めん な さい 。 

今 、 私 達 ATP 事 業 部 は 、10 人 と いう 少 い 
人 数 で 、 テ ー マ パ ー ク 第 一 号 店 に むけ て ひ た 
すら が ん ば っ て いま す 。 残業 、 残 業 …… だ し 
て パニ ッ ク 、 こ れ が 現実 で す が 、 年 女 ( 適 齢 期 ) 
を 忘れ させ て くれ る ほど 充実 し た 毎日 だ と 思 
っ て いま す 。 そ し て 私 の 抱負 は 、 は や く AT 
P 事業 部 が 軌道 に の り 、 テ ー マ パ ー ク 第 一 号 
店 が オー ブン で きる 体制 に する た め に 最善 の 
努力 を する こと で す 。 つ いえ そら そ うに 書い て 
し まい まし た が 、 こ れ は ATP 事 業 部 の 他 の 
人達 も 思っ て いる こと だ と 思い ます 。 


回 ms 
1 陸 


P 


人 目 向 い 日 ろ る 二 て 嘩 出 こ で 初 ん れ し 
に を ガ 今 る 本 い ワ い 局 て も す に 二 ど が だ 
見 う 年 の 久 う し ま を もつ 登り で "も 
ご ま て は で そ な り す 鳴 ら だ 天 場 ト 飼 い の 
きす 時 西 し う 神 が * か うと 上 け り 育 ま と 
掴 こ を 年 よし 詰 太 東 せ だ き 大 が さ で さ 
入り い 告 " つ うだ が 陽 南 だ め 「 神 の 日 れ は れ 
雲 つげ で “ 流 あ を ア ご に そ が は 本 て 世 て 
ょ の る も れ り 呼 ジ と “の 天 3 の い 界 い 
ぶ は 鳥 、 を ま び アガ が 演習 の 古文 ま 中 ま 
そ 。 の 初 くす 出 に 記 世 主 岩 事 献 す の す 
さ 部 声 日 ん が びす は さ の が 屋 * 直 に ? ほ ? 
os 会 で に で いれ 長 ら に F 最 と そ 


年 男 、 年 女 大 い に 語る と いう こと で 、 本 来 
な ら ば 年 頭 の ハー モニ ー に ふさ わし く 美 辞 民 
句 を - 一 と いう と ころ だ が 、 失礼 し て 好き 勝 
手 に 書か せ て いた だ く こ と に する 。 和 私 は 干支 
の 意味 は お ろか 、12 匹 の 動物 の 名 さえ 知ら な 
か っ た の だ が 、 こ れ は 現在 の 西 歴 や 天皇 歴 の 
よう な も の で 、 そ れ 自 体 は 方 位 や 時 刻 を 表 わ 
し 、 十 支 と 組み 合わ せる こと て 年 月 日 を 表 わ 
す の に 使用 され た らし い 。 西 は 鶏 の 意 で 方 位 
は 西 、 時 刻 は 午後 5 時 か ら の 2 時 間 を 指し た 
と ある が 、 鶏 と いう し と 方 位 は 東 、 時 刻 は 午前 
5 時 の 方 が 似合っ て いる の で は と 勝手 な イメ 
ー ジ を 作っ て し まう 。 子 供 の 頃 か ら 不 思 議 だ っ 
た の だ が 、 鶏 は 鳥類 な の に な ぜ 、 飛 べ な い の 
だ ろう と いう こと だ っ た 。 上 し か し 他 に も 飛べ 
な い 鳥 は いる に も か か わら ず 、 鶏 は 庭 島 と し 
て 宙 育 きれ 、 廊 用 に され て し まっ た こと が 今 
も な お 考え させ られ る の で ある 。 他 に も 、 ス 
ズ メ 、 ダ チョ ウ な と 食用 に され て いる 鳥 は い 
る が 、 鶏 は 現在 に 置い て は ブロ イラ ー と し て 
飼育 され 、 昔 の 庭 鳥 の よう に 庭 を 走る こと も 
許さ れ な く な っ た 。 進化 と 退化 は 同 炊 元 に 存 


四 計 対 ( 対 呈 ) 和 へ 二 す 叶 軒 ご 
いさ SI チア 


と り 人 二 鳥 支 
ニニ い は も ワ 着 の 平 
「 え 人 多 ト で 動 成 
ト ま 間 い りす 物 五 
リ す と よ 鈴 “の 年 
の * 最 う や 単 中 は 
ル も で を に で 西 
| な す 思 選 年 
居り い 志 だ で 
は 。 み 肖 い だ す 
)。 傘 二 の 9m 
イ いり ワウ ベ ペ う 寺 
ツン 時に る “の 二 


町 年 に 生ま れ て … 
第 三 AM 研究 開発 部 
伊豆 野 弘之 


在 す る が 、 彼 ら ( 鶏 ) の 羽根 は 退化 し た も の 
な の だ ろう か 。 彼ら は 人 間 か ら 逃 れる 術 を 自 
ら 放 棄 し た の だ ろう か 。 それと も 鶏 は 人 間 が 
造っ た の だ ろう か 。 文献 な し に 語っ て も 無 意 
味 な の で この へ ん で 鶏 の 話 は 置い て お 〈 が 、 
ちな み に こ の 進化 と 退化 は 何事 に も 当て は ま 
る も の て 例え ば 社会 、 世 間 に 必 要 と され る 会 
社 は 生き 残り 成長 する 、 も っ と 身近 な 所 で 会 
社内 、 必 要 な 部 賭 は 拡張 され て ゆく 〈 く が 、 不 必 
要 と 見 区 され た 部 者 は …… 人 旬 る ろ ど 上 身 入 な 所 
で 自分 自身 、 自 分 の 長所 と 短所 を 見 極め 、 長 
所 を 伸ばし 、 短 所 を カバ ー す る 。 つ まり 自分 
自身 を 進化 させ て ゆか な けれ ば 会 社 、 ひ いて は 
社会 に お いて も 活躍 で きる 人 間 に は な れ な い 。 
西 年 に 生ま れ た 男 と し て 、 鶏 の 背負 っ た 運命 
を 胸 に 刻み 、 今 年 は 痛ん で や る ぞ と いっ た と 
ころ で 新年 の 緒 い に し た いと 思う 。 
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りり レジ 所 興 G 由 0Q 胡 紅 埋 過 " で 抽 
つつ 瞳 箇 り 栓 NMK め 生 つ 6 選 " 

HRNNe 証 CH 判 農 剛 @ ゲ 中條 マー ルナ 
5 了 *※ー] SKUJDRN 一 トー 届 ド ーTNA_ ツ 
調 棚 GRITF く DS・R7/ ガ ロー く 入 和 ハ へ ーー 7JrJH ロ AZ 人 AD 環 て ズー” 男性 し 
一 ロジ て ロロ ハ ナハ G 順 包 16 ぐ 違 し 時 叶 明 手 G ホ トー コ DA ぬ ひ ー6 ぐ の 了 Ne こ 77/ ロ ー 
則 曽 出 G 抱 SSYH6 な " 遇 包 じ 6" 軸 尾 ベ 臣 。 人 K 和 ハナ リハ ムー で ぐ 秋 に で OOSSH6ID? () 
1 の 0 つ を 人 OO を る 16D 和 SO な RfJG 6G 一 ロミ て GR 一 ドー ケ 時 田 桁 616 人 DJ 
RY ハーFK・ こ ロー し の べら 赤 樺 大 KeV 問 つ V” つじ し 選 遇 机 時 DK9 的 る (J 選 
ふ 、 山 符 べ 6 失 16SRN6 骨 で SSMH6 も ST 代 UI 所 U り 6 いじ 履 賭 い っ 6fp"? 
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設 事 業 本 


選 
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て 受 要 詳 三 半 世 葉 レ ゼ や " 己 世 で 相 賠 G ト 
7 ローK ス ヘー や ハ 和 ふ 一 赴 の oo の 世 畠 りう し < 
「 や へ 中 ふ ・ モ ミー キキ ヘマ ー へ 」 軸 つ ^ 男 
ささ で ご つつ 才 剛志 | 圭 キ ヘン マー へ ハ へ 聖 弄っ 刀 


中 皿 肝 「 語 査 皿 ゴ 」( 杉 
_S る 電 Q7 や RGN ト へ 李 ン = 」 
5 ・ ド ユ 2 ミキ キト ふ ヘー「 や 玉 へ 


NNS | 計 
や い ヽ 」 で 守 座 Sn 1 交 e YS FRG 
(内 。 YA 


じ き ょ 


Um 和 導 っ 


叫 り さき で レ う っ 刀 娠 季 。 條 決 ^ 拉 ぶ <4K 貴 到 下 避 】 
人 

3 人 回 G 唱 直球 咽 「 や R へ 中 S」 
NO 
ミミ K」 SSKG 革 り 府 泊 只 へ . ( 写 K ギ モー 
ふさ や 福 回 刀 地 も 唱 記 版 ロ で 季 企 回 や 呈 陽 球 
つれ ) 

打 央 半 届 短 G 想 只 ” 民生 K ふ ^N | 性 9 さ で セレ 
ャ キハ マー ハロ 置く じ う っ も G じ " 剖 レ リ 6G モ EK 
ふ ー 選 喘 全 むつ で 負 る 代 装 棒 さ SH ーー ト 
ペー ビー ビュ 6 部 つの 褒 うっ 豆 刀 む で 3 の 昭 
っ mh り 人 抽 拓く 記 べ 財部 @ 民 w 還 で 
選 壮 S っ で も 6 十 " 中 潤 人 S 国 ン S や RGGS 也 
< S 製 つ に 0 っ も) K ふ N | 臣 つ で SS 電 式 
つじ ご 6" 
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NEW PHODUCTS 


12 月 より 発売 中 


・ 実写 ビデ オ 化 競作 等 で 
ソフ" 今日 か ら 俺 は |」 の キヤ ラク タ 


1 
/) 


豆 
ーーー ュ ウル 


ロ 征 の 


G 


構 や ウ 


級 の 二 


の 伊 藤 な ど 、 ガ フラ ン ・ セ ー ラ ー 服 姿 の 
コニー ク な キヤ ラク ター で す 。 
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1990.5 .17 生 まれ 


\ ン 


や う る 
呈 男気 くん 


④ 人 が 生き る 上 で 、 一 番 秘 要 な も の を 持つ て 
も らい た こてつ け ま し た 。 ま だ 、 男 で も 女 
で も 使え る 前 を 考え まし た 。 _ - 
@ 優 し いぼ に な つて ご だ さい 。 2 0392 
お 子 さ ん に 対し て の 親 


か ら の コメ ント を 。 


IM 3 研 
北原 聡 
1988.4 . 1 生ま れ 
長女 
ス 。 り | 
や 
生 レ ジャ ー 開 発 本 部 神 長 衛 永 叶 加 ち ゃ ん 
16 生 まれ 人 移 と ④ イ ンタ ー ナ ショ ナル な 
時 ん hy ん 娘 に 育つ て ほし か つ だ 
だ め 、 音 (オト ) の 牧 き 
を 。 を 重視 し て 、 こ の 名前 
④① き れい な 障 を 大 きぐ 見 開い て 、 広 い 世 界 を 見 わ に ン ま し だ 。。 
だ す 事 の で きる よう な 女性 に な つて も らい だ い ② 個 性 的 な 人 間 に 育 て は 、 
と 思い 、 命 名 し まし た 。 で て れ で OK 
② 早 ぐ 、 ウ ィ ン フ が で きる よう ね な 女性 に な つて も 2 
らい た いも の で す 。 


A M 生 産 管 理 部 相原 由 信 


が か ~ ん と 
RI 1989.9 .18 生 まれ 長 婦 4 机 ち ゃ ん 
AM 施設 埼玉 営業 所 中 村 一 男 内 
ゴン て ④ 特 に 由来 は な い の で す が 、 姓 名 判断 で 選ぶ 
7 削 \ つ `、 語 路 が 
1989.11.22 生 まれ 長男 作 和 芝 < く ん 2 
も 6 @ 写 真 は 、 急 の 猪苗代 彰 に 行っ を と き の も の 


③④ 日 本 だ け で な ぐ 、 海 外 で も 通じ る よう に つけ まし だ た 。 
②@ 系 直 で 思い や り の ある 子 に 育つ て ほし い 。 


天 勝 出場 者 


N 
/ 


アナ ッ ク ル 1 


富岡 こ ベ 


| 4 司会 の マイ ケル 


ご 中 O 還 名 尼 囲 岡 辻 級 り 選 に だ に 内 彼 
尽 GK 忠 すぐ ハナ ・ 和 私 い Q 小 選 
we8「 的 咽 R・ い ロー ミナ 」16” ぴの 回 !J 
だ 0 加 尋 いで 用 べき 訪 岬 私 栓 "< 
挟 還 G 刀 堪 罰 め WS” 鯉 健二 6 中 鹿 @ 
束 付 じ 0N9H6UG 仙 眼 じ SS6 つ 因 ? 

「 へ いい Q』 上 ホー コ K⑯⑱「 マー トキ テバ 
ー バ ハハ 選 」 的 載 い 愉 『「 装 咽 DR・NIDA 
コス 』『 つ 超 つ キャ エス トー 映 由 坦 」『J 
16 四 明信 濁 41" 革 欠 こく ⑪ つ ^ 陣 交 箇 
rJ 骨 久 Q い つや ハイ 穫 れ く 76 の 貼 遇 
10 だ し くっ 16 つ "6 内” 筐 田 畠 h 罰 | | 
ロロ ハ ホー イィ” 誰 ロー が の ② 状 槍 則 選 D 
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ム U り FD キ ャ ッ チ ャ ー 選 手 権 


ざ ぐ で ベト ー ム 1⑯ 映 @ 人 区 天羽 へ けり 裕 ① 
H む " 飛 引 快 @ 崇 へ ロナ 6 中 べ 応 公 
じじ へ 6 つ 的 ? 


161” 打 困 ⑯ 映 二 口 や 県 り 選 で だ 愉 D 
舞 品 選 ぐ 16 H686 代 選 つ " 記 揚 許 16 
Kー く IDR TRS 八 昌 日 臣 上 」 ぐ 
新 や 0 だ 6 羽 " 


] / ・HARMONY JAN 


ソフ ト 生 産 部 渡辺 合 
1982 . 9 . ei 


g 沙 耶 花 ち ゃ ん 


1991 .3 .4 生 まれ 
あ を ほ 


%g 明 縄 ちゃ ん 


ン 付け 親 は 父 。 豚 の 六 ぎ が 


昌 9 


生産 部 楠田 育生 


6 .10.1/ 生 まれ 
に と や 
到 素 也 くん 
① 名 前 の 由来 を 教え て 下 1991 .12 .25 生 まれ 
生む 電信 
⑧ お 子 さ ん に 対し て の 親 ノ _- 
か ら の コメ ント を 。 藤 千鶴 ち デア ん 
⑤ 健 康 で 、 い つま で も 仲の 良い 冗 弟 で いて 
は し い 。 


法務 部 

10 月 G・4 日 、 ご EGA 山 中 保養 所 に 
行 つ て きま し た 。 思 つ だ は ほ ご 塞ぐ は な ぐ 、 
昼間 は サイ クリ ング や テニ ス を し て 過 ご 
し まし た 。 人 夜 は 、 賞 争 び で る こと も あり 、 
みん な お 普段 より も 目 を 紳 ガ せ て カラ オケ 
や ゲー ム 大 会 に の ぞ み まし だ ただ 。 お が げ で 
貞 色 を めぐ る あつい 戦い が 繰り 広げ られ 
ASeo し 4 人 ル う て 9 遇 
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総務 部 ・ 人 事 部 ・ 人 材 開発 部 
合同 アウ ティ ング 
10 月 17・18 日 、 草津 ・ 伊 香 保 へ 行 つ 
て きま し た 。 昼 は パタ ー ゴ ルフ 、 ア ー 
チェ リー、 ボ ー リ ング 大 会 。 夜 は 宴会 、 
温泉 を 楽し お な ど 、 届 身 と も に リフ レ 
w2 コ でき 局 ア ウチ ィング で し お 。 


> N 納 邊 が 


いよ いよ 本 年 より 本 格 的 に スタ ー ト する プロ サッ カ 
ー「』 リ ー グ 」。 新 年 に あたり 、 当 社 が スポ ン サ ー ド を 
し て お り ま す ジ ェ フ ユナ イテッド の 永井 良和 監督 に 、 
お 話し を お 聞き し まし た 。 

文 92 年 を 振り 返っ て いか が で 

し た か 

プロ リー グ 発 足 後 、 初 の 大 
会 で あっ る だ ナビ スコ ガッ の 
決勝 トー ナメ ント 出場 を 目前 
に し な が ら も 、 達成 で きず 、 
非常 に 残念 で し た 。 私 が 監 
芝 に 就任 し 、 新 チー ム を 結 
成 し て か ら 半 年 が 経ち まし た 
が 、 関 う プ ロ 集 団 と し て の 
水 非 良和 陸 倍 まとまり は か な り で て きま し 


ュ 
や ひら 


ナビ スコ カッ プ で は 、 最 少 失 点 、 最 少 得点 と 最少 づ 
くめ 倒 本 が 、 こ の 精 洒 が 指 め す よ うに 、 得 点 力 の ア 
ッ プ が 優勝 へ の 最大 の 課題 で も る こと を 実感 し た 非常 
に 有意 議 な 1 年 で し た 。 
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JNITEL 


JREAST FURUKAWA FUUIBALLULUB 


右 か ら 、 


高橋 さん 、 浜 田 


文 新年 の 抱負 を お 聞か せく だ さい 。 

ナビ スコ カッ プ で 、 最 大 課題 と な っ た 得点 力 の アッ 
プ を 目標 と し 、 鉄 壁 の ディ フェ ンス を ベー ス と し た 攻 
撃 的 サッ カー を 皆さん に お 観 せ する こと を 約束 し ます 。 
3 月 の マレ ー シ ア 遠征 で 、 心 身 共に 撤 底 的 に 鍛え 上 げ 、 
一 問 り 大 きく な っ た だ JE ド F UNTITED で JJ リー グ 開 
幕 に い ど み ま す 。 
文 SEGA の JEF フ ァ ン に 一 言 お 願い し ます 。 

いつ も 熱烈 な 応援 あり が と う ご ざ いま す 。 選手 達 の 
持っ て いる カカ 以上 の も の を 引き 出せ る 一 番 の 特 効 楽 は 、 
皆さん の スタ ンド で の 応援 だ と 思い ます 。 ス タン ド で 
1 本 で も 多く の JEEFE の FLAG を 、 振 っ て 下さ い 。 
我々 も 全力 を 尽く し 、 闘 いま す 。 

よろ し くく 応援 お 願い し ます 。 感 動 を 号 え る ゲー ム ? 
を スロ ー ガ ン に が ん ば り ま す 。 


て 活躍 し 、 現 在 ジ エフ ユナ イテッド の ゼネ ラ 


1 O. 日 本 初 の プロ サッ カー 選手 と し て ドイ ツ 


た ブ 爆 0\ ル マ ネ ー ジ ヤー を つと め る の は 誰 で すか 

の クイ ズ 正 解 者 の 中 か ら ] 名 の 方 に 
写真 の サイ ン 入 り (永井 監督 と 選手 
16 人 ) フラ ッ グ を プレ ゼン ト 。 


の 
3 
た 5 。 
こ 
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0 
に 
New 


D 寺 4R 


員 工 店 了 ⑱ 


慌 N9 央 氏 で 円 人 トミ ・KーN | 還 ら 
画 」 け はげ 層 ボ 一 OO 妨 (OIOWH) 名 
っ 媒 朴 ” 員 民 除隊 ぐ 人 到 骨 理 で 6 つ お 7 
害 幸 友人 Q 拉 革 ヨ 入内 " 注 打 画 補 内 交 せつ 
で 記 太 で 選 選 S6 の 片 拭 生 侯 G 園 崩 ” 箕 路 


CU 
判 里 革 い 螺 紙 斑 で 


判 想 せ GN ト へ 友 琵 0 ロ 症 0 8SGKKJ 
^G 駅 Qu 自 「 へ 1 穫 N・ 払 ・ で 私 仏 藤 
Su」 公 ” 二 叱 語 還 う 氷 邊 周り けり "| 
撤 涯 過 補 選 6 つ 刀 5 ト JG 還 16 サキ ヘン 
ー ハ | り つ し に リロ マー ロリ mm、 
つ 山 0D ロ マン と 、 瓦 む いじ *00 ワ ジー mn 
ロマ と 、 り 中 だ む QS” 引 根 国 洒 上 本 時 
6 つ 如 ” ( 来 画 り 6) 来 画 ^ 徐 守 花 (へ 


G 遂 杏 け 者 近 こ 宙 所 必 つ 7 
申 員 ぐ 1 填 幸 内 G 剖 屯 蛋 必 の” 店 恥 
県 っ いり 「HR 球 R⑯」 過 時 忌 コ ロー ルト 


- ・ 時 尽 細 中 層 遍 上 補 也 り つじ 


胃 山 財 宗 生計 ・ 相 蝶 太 交 16 〇 『J 客 妥 つ 妃 妨 
羽 ” 所 義 G 抽 賠 装 崩 的 ・ 丹 三 範 芝 り りり 
っ 8 如 相 必 つつ 記 7 

⑯ 人 革 いり 6” そ 演 区 り 6 の 是 記 下 映 4 
に で だ で い へ ペー ス R ロ XR 
yh ホー ズ ・ せ 人 ト 叩 選 語 4 可 搬 唱 り つい 
是 喘 向 つ 6 つ 刀 "所 刀 所 季 抑 則 | 
^ い G 記 っ ツ N9 記 雪 握 填 陽 りつ いり つ 「 ス へ 
1 いふ ・ 士 上 ハマ ー へ 」 け | 選 上 服 jDDU 公 
M 直 6 つ 如 * 

⑱ や 組 打 画 直 内 ロ 頑 @S り つっ 刀 召 恥 ” 拉 眼 
G 革 ′ 岩 凡 生 に 向 つ 6 つ 刀 " 


いく 福 り へ いい で ー) り USjntJ り DSG* 


上 ーHG 男 けり ” 写 民 掃 公介 選 " H 来 一 の 
IO 〇 ロ 氏 っ いり" 証 Cd つ ロロ OR ミミ G ミ 
選 包 選 電 半 届 諸 つ 6 つ NN・h ト 
へ @ 可 琶 ! 細 INN68 で けり へ 日 Nu 
*DOD 有 ーD OO ロマ と 、!J 閥 べり NO 
Tn 剛 状 り 層 帳 つ 具 (R さ へ ベー0O 
社 )」 り ” 括 画 固 り 提 こ っ り JD「H レ コー・ 
いい ーー ニン いて て 」、 り 昌孝 つ に 尼 還 べべ に 
1)” 来 G 量 選 北 折り K ぬ STRKO ロ ロロ 
< /h う いい ロロ ロロ OH DU つの グロ ニム 


@ ほ 全 A セガ 協力 会 年 末 妥 会 


部 宗 度 思 還 要 引く べつ ^ へ 日 委 Nu 要 纏 つ 
16 つ 選 " ロロ 一 ロム ズミ し” へ ING 窯 収 
次 似 訟 や り 下 独 氏 NN ロロ ロー ハハ 杖 
亜 ” 来 較 起 接 " 血 一 ロ ^ 包 如 岡 し 光 己 て 
胃 け 介 選 公 回 王 " 下 恨 悦男 いり 商 記 
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恒例 の 社員 バー ティ ー は 今年 も 新年 会 と し て 全国 に て 開催 され ます 。 
な お 、 本 社 ・ 関 東 地区 合同 に よる 社員 新年 会 は 下記 の 通り で す 。 特 別 ゲ 
スト に よる ミニ コン サー ト や お 楽し み 抽 選 会 な ど 内 容 も 盛り だ ぐさ ん に 
電 さん の 参加 を お 待ち し て お り ま す 。 詳 し ぐ は 各 部 門 に 回 覧 中 の 参加 申 
込み 書 を ご 覧 下さ い 。 


本 社 ・ 関 東 地 区 新年 会 


日 時 : 平 成 5 年 | 月 28 日 ( 木 ) 19 : 00 開 宴 
場 所 : ホ テル ニュ ー オ ー タ ニ 
ザ ・ メ イン < 本 館 > | 階 「 鈴 の 間 」 
受 付 :18:45 ま で に 「 鶴 の 間 」 前 に て 抽選 券 
に 氏名 ・ 所 属 を 記入 し 半 券 を 抽選 箱 
に 入れ て 会 場 へ ./ (時 間 上 厳守 で す ) 
会 費 : 無 料 


東京 都 千 代田 区 紀尾井 町 4ー] TEL(03)3865 一 11I1 
地下 鉄 丸の内 線 、 銀 座 線 ・ 赤 坂 見 附 駅 下車 徒歩 d 分 
地下 鉄 半 蔵 門 線 ・ 永 田町 駅 下車 徒歩 ら 分 


の Msp5 ど 


弟 1 回 社内 公募 
こみ o v ノン 戸 地 
万 万 宮 茎 の キー ノ パ ー ジ ン 友 集 
16 ビ ッ ト 市 場 に お ける ト ツ プシ ェ ア の 確保 、 つ まり 、 ガ リバ パ バー 神話 を 
切り 上 間 す だ め 、 あ ら め ゆる 障害 を の りこ えて いく 、 チ ャ ヤレ ンジ 精神 あふ れ 
る 人 材 を 社内 公募 し ます 。 
メガ ドラ イブ ・ メ ガ C D お よび これ ら の ソフ ト を 国内 に 広く 普 友 させ 
る だ め 、 行 動力 そし て 企画 力 に 自信 の ある 万 は 、 下 記 の 要領 に し だ が つ 
て ご 遍 募 くだ さい 。 
1 . 公 募 人 員 若 十 名 
. 募 集 職種 (() コン シュ ー マ 製 品 の 販売 (?@) 販売 企画 ・ マ ー ケ ティ ング 
3. 勤 務 地 東京 、 大 阪 、 名 古屋 、 札 幌 、 仙 台 、 広 島 、 福 岡 
(ロー デー ショ ン 有 けり ) 
4. 資 格 勤務 年 以上 か つ 65 歳 一 45 歳 位 ( 男 女 を 問い ませ ん ) 
5. 応 募 方 法 次 の 書類 を 人 事 部 長 あて 直接 送付 し て くだ さい 。 (平成 年 1 月 / 日 本 必着 ) 
(] ) 応募 理由 (レポ ー ト 用 紙 3 枚 以内 ) 
(?) 職務 経歴 書 (担当 し た 職務 を 具体 的 に 記載 する ここ と ) 
(送付 先 〉 〒]44 東京 都 大 田 区 羽田 1 一 ビー18 
株 式 会 社 セ ガ ・ エ ンタ ー プ ライ ゼス 
人 事 部 長 あ て 親展 
6. 問合せ 先 本 件 に つい て 、 不 明 の 点 は 、 人 事 部 林 ま た は 川 委 あて 、 お 問い 合わ せく だ さ 
い 。 Tel.03(3743)7431 


ホテ ル 周 辺 図 


ee 「 VOICE_ OF HARMONY の コー ナー で は 、 皆さん の エッ セイ 、 
RI : イラ スト 、 写 真 な ど を 募集 し て いま す 。 お 気軽 に ご 投稿 くだ さい 。 
お 待ち し て お り ま す 。 


'9P.1P.15 マイ ケル ・ ジ ャ クソ ン 来 ! _ 
詳細 は 、 次 号 月 号 で // [ 宛先 : 本 社 広報 企画 室 HAHMONY 編集 事務 局 
| 担当 梅村 ・ 寺 内 
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_ WEDDING 


質問 項目 
っ 2 1. お 二 人 の 出会い は ? 
2. プ ロボ ポー ズ の 言葉 は ? 
3.「 結 婚 し て よかっ た な 」 と 感じ る の は 
どん な 時 


の 


の 
の 
92 年 8 月 1 日 挙式 
AM 施設 工藤 修司 
東京 北 第 一 弧 生 
2 | . 専門 学校 時 代 、 同 じ ク ラス だ っ た 。 
らい っ し ょ に 住 も う I| 
3 . 夜 、 家 に 帰っ た と き 、 炎 が の ンク ンー 
の 世話 を し て も ら っ て いる どき 。 
の 
の 9 の 
/ の 
'92 年 9 月 26 日 挙式 の 
人 事 部 原 恵子 (旧姓 海 和 ) 
康 画 
] . 友達 グル ー プ で スキ ー に 行っ た と き 。 
ら 上 いあ し 還 代 住 も う 。 上 
3. いっ し ょ に 遊び に 行っ て 、 同 じ と ころ に 帰 
れる よう に な っ た こと 。 
0 > 
'92 年 1 月 8 日 挙式 
A 総務 部 山本 健 
o 総務 部 真 登 加 (旧姓 江口 ) 
] . 部 内 調達 P| 
ら . 部 外 秘 | 
. 週末 に 二 人 で スー パー の 飲食 コー ナー を あ 
らし で いる 起き 。 
'92 年 10 月 8 日 拳 式 
CS デザ イン 設計 部 河岸 博 2 。 2/ 
太 地 上 の 
] . 友人 の 結婚 式 の 二次会 の 幹事 を し て 。 2 
. 結婚 し よー な | (酔っ て いる と き ) の 


9. 家 に 帰る と 妻 が いる 。 
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本 紙 は 再生 紙 を 使用 し て いま す 。 
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